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第23巻

高専教育と卒業生の意識

司直秀明＊北岡宏章＊久保雅裕＊柴　　茂＊
高野溢血＊畠山信敏＊増木啓二＊元家範文＊

Education　at　College　of　Technology　and　Views　of　Graduates

Hideaki　KARyu＊，　Hiroaki　KiTAoKA＊，Masahiro　KuBo＊，　Shigeru　SHiBA＊，　Teruyoshi　TAKANo＊，

Nobutoshi　HATAKEyAMie，　Keiji　MAsuKi＊，　Norifumi　MoToiE＊

1．　まえがき

　現在，高専制度が発足以来最大の転換期にさしかかっ

ていることについては，恐らく異論あるまい．近年登場

した専科大学構想も，高専が現状のままでは立ち行かな

いという認識ないし危機感の表れに他ならない．およそ

25年前，社会からの，とりわけ経済界からの要請で設立

された高専が，この間一定の成果を挙げ，社会的にも相

当の評価を受けてきたのは事実である．しかしながら，

産業構造は，過去25年間に大きな変化を来し，高専教育

にその養成が期待されてきた「中堅技術者」は，今やか

つてのように多くは必要とされていない状況にある．も

ともと，社会状況の必要に迫られて設立された高専が，

今やその状況自体が変化したからには，何等かの変化な

いし変革を経ずに済ませることは不可能であろう．

　ところで，過去25年間に変化したのは，単に経済構造

だけではない．高専に学ぶ学生の気質や目的意識につい

ても，発足当時と現在とでは大きな差異が認められるし，

そもそも，社会全般の富裕化および高学歴化の中で高専

の位置そのものが相対的に低下してきていると言えよう．

このような全般的状況を踏まえつつ，高専教育の目指す

べき新たな方向を模索することが必要である．

　ところで，求められている改革は，当然のことながら，

新たな状況に対応し，高専の社会的意義を強化する方向

での改革である．しかしながら，改革の問題は，何を残

し，何を守り継ぐべきかという問題と常に一体である．

守り継ぐべきものが見えてこそ，初めて改革の方向も明

らかになるのである．過去25年間の高専教育の中で形成

され，培われてきた，高専教育の独自の長所と言い得る

ものは何かを，もう一度改めて問い直すことが必要であ

ろう．更にまた，もしも社会状況への対応に終始し，教

育の一般理念に属する諸要素を忘却するならば，それは
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教育機関としての役割を自ら放棄することに他ならない．

改革の問題を考えるに当たっては，このような点にも十

分に注意を払うことが必要である．

　我々の研究会は，以上のような観点に立って，高専教

育を全般的に再吟味し，高専の将来像を模索する作業を

始めたのであるが，その第一歩として，初期の卒業生を

対象としたアンケート調査を実施した．というのも，こ

のような教育改革の問題は，現に学校にあって，学生の

指導に当たっている我々教職員の考えるべき問題である

のは当然であるが，それと同時に，学生として実際に高

専の教育を受け，そこでの結果ないし成果を携えて社会

に入り，．現に活動している人々の意見や評価を，十分に

反映するものでなくてはならないからである．本稿は，

その結果を取りまとめたものである．

2，調査の意図

　創立以来25年の歳月を経過した本校においても，時代

の変遷に従い，高専制度のあり方について反省・改善す

べき時期を迎えたものと考える．

　そこで，企業において今や中堅幹部として活躍してい

る本校卒業生が，企業でいかに受入れられているか，社

会に出て，その経験上高専時代に欠けていたものは何か

等，建設的な意見を求めるべく，ここに卒業生各位（第

1期～第10期卒業生のうちの1，000名）に対する調査を

実施した次第である．

3．調査の手続き

　今回の調査は，本校の第1期～第10期卒業生1，694名

を母集団とし，その中から1，000名を任意抽出して調査

の対象とした．そして，この対象者に対しては39項目か

らなる調査用紙を昭和62年10月に郵送した．その結果，

335名から回答を得ることができた．以下にその詳細を

記しておく．
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fi　1

調査母集団　　　一1，694名

調査対象者数　　一1，　OOO名

宛先不明者数　　＝　136名

回答用紙回収数　＝　335通

有効回収率　　　＝　38．8％

1
期

2
期

3
期

4
期

5
期

6
期

7
期

8
期

9
期

10 合
言
十

M 14 12 且0 11 8 12 11 22 15 12 128

E ・3 7 9 9 5 8 2 11 10 6 70

A 8 4 8 4 7 6 4 8 8 6 63

C 9 5 8 6 4 8 12 8 7 7 74

計134128国・・図・・129［4g1411311・3・

　なお，各表においてMとあるのは機械工学科を表し，

以下Eは電気工学科，Aは工業化学科，　Cは土木工学科

を表す．また，第1期卒業年は，MとEにおいては昭和

43年であり，AとCにおいては昭和44年頃ある．

4．調査結果

1　高専卒業後の進路について

問1．現在の勤務先について

　（1）企業名　　　省略

　（2）資本金〔単位　億円〕　　（回答者数301）

　表2

0．1

｢満

0．1

@～
P

1
　
～
1
0

10

@～
T0

50

@～
P00

100

ﾈ上

官
公
庁

そ
の
他

人数 19 37 38 30 23 12工 30 3

％ 6．3 12．3 12．6 10．0 7．6 40．2 10．0 LO

（3）勤続年数（回答者数329）

表3

＼
1年

｢満

1年
ｼ
～
3
年

3年
@～

U年

6年
@
～
9
年

9．9年

@～ユ2年

12年

@～
�T年

15年

@～
P8年

18年

ﾈ上

人数 1 0 4 4 2 4 36 441期
@～

R期 ％ 1．1 qo 4．2 42 2ユ 4．2 37．9 46．3

人数 1 4 3 3 4 36 34 o4期
@～
U
期
，

％ 1．2 4．7 a5 3．5 4．7 42．4 40．0 0．0

i人数 3 6 14 18 63 45 0 o7期
@～
P0期

％1三・1［　　復・1帥・11・a・［…1・・lq・

（4｝業種（回答者数326）

27業種の内から該当するものを選んでもらったが，本

稿では上位5業種のみを記す．

　表4

＼ 電気・機器 建設 機械・精密 化学 官公庁

人数 68 58 48 30 27

〔5）所属部門

表5

（回答者数32ユ）

表5において，設計の27．4％が注目に値する．

⑥　所属部課名　　省略

（7＞職責　　　（回答者数319）

表6

＼役員 部長 次長 課長 係長 主任 係員

人数　17 2 2 25 84 90 99

％i・・ 0．6 0．6 7．8 26．3 28．2 31．0

　表6において係長以上の職責にある人の世代グループ

別の比率をみると，第3期以前の卒業生は48．4％，第4

期から第6期までの卒業生は32．　5　％，第7期から第10期

までの卒業生は5．5％であった．

　（8｝現在の職責にある期間　　　（回答者数307）

　表7の結果を得たが，更に，表6の係長に限定して，

その職責に就いた年令を企業規模別に見たのが表8であ

る．

　表7’

1年

｢満

1年
@～

R年

3年
@～

U年

6年
@～

X年

9年@
～
1
2
年

12年
@
～
1
5
年

15年
@
～
1
8
年

18年

ﾈ上

．人数 24 92 77 29 ．31 37 17 ．0

％ 7．8 30．0 25．1 9．4 10．1 12．1 5．5 0．0

表8

人致計平均年令

20n35．

12　il　SS．

11

33．

so．
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　それによれば，資本金50億円以上の企業では，係長に

ついた人の平均年令は34．3歳であり，資本金が50億円未

満の企業では31．5歳であった．

　（9）税込年間所得〔単位　百万円〕　（回答者数311）

　表9

2～3 3～4 4～5 5～6 6～7 7～8 8以上

人数 3 41 99 70 58 25 15

％1 1・叫1・・131・81…1　　・・t・・1・・1

　表9の結果を得たが，年間所得には年令差があるので

年令を三つのグループに分類し，サラリーマン白書（昭

和62年　サラリーマン新党発行）の資料との比較を試み

たのが表10である。なお，サラリーマン白書の資料は大

学卒業者の賃金である．また，白書の資料は昭和58年の

ものなので，表10では昭和59年～昭和61年の賃金上昇率

で補正して用いた．

　表10

（3）転職経験

表13

（回答者数　69）

　　　表14

　　　　転職者数転職率

1期～3期　　　　1　8　　　　18．6％

4期～6期　　18　20．5％

7期．r・IO期　　33　　22．0％

合計　69　20．6％

転職回数
1 2 3 4 5

人
数
計

転
職
寧

M 14 10 3 0 0 27 2U％
E 8 5 0 0 1

・
L4 20」0％

A 6 3 o 0 1 10 15．9％

C　且1 5 2 0 0 L8’ 24．3％

計39 23 ・回．小9 20．6％

　表13は，転職経験者を卒業期別に三つのグループに分

類して，転職率を求めたものであり，また，表14は，学

科別に転職者の転職回数と転職率を示したものである．

n　府立高専の教育について

A．始めに全般的なことについてお尋ねします．

問1．あなたは，府立高専でのご自分の学生生活全般に

ついて，どのように評価しますか．　（回答者数328）

＼
2～3 3陶4 4～5 5～6 6飴7 7～6 8以上 全国平均領 表15

愚
0 1 12 20 30 16 L量

大変良かった 良かった 少し不満足 極めて：不満足1翻ヤ3期

i37》～（40） 軌。 1．竃 監3』 22」2 33．3 且7．8 L2．2
720万円

κ

磁
o 4 26 20 20 7 2 人数 42 162 109 154期～6甥

i34）酌（37）

620万円
％ qo 乳【 32．9 25』 25．3 8．9 2．5

繊
3 36 5k 30 8 2 2

％ 12．8 49．4 33．2 4．6
7賜～10鶏

i30）～（糾） κ 2．1 25．‘ 43．o． 2LI． 亀6 1．4 1．‘

500万円

問2．問1での回答の理由　　（回答者数333）

　QO）同期入社員数とそれに占める高専卒業者の比率

　　　省略

問2．高専卒業生は，他の同年令の人と比較して，仕事

面・給与面でどのように処遇されていますか．

　（1｝仕事面　　　（回答者数301）

　表11

＼ 大卒と同 大卒より
站

短大卒と

ｯ等
短大卒よ
阯站

高卒と同

人数 145 66 76 6 8

露i・a・1・L曾1…la・｝a・

プラス評価の上位5位までとマイナス評価の上位6位

までは表16の通りである．

表16

＼ プラス評価の理由 M E ［A C 計

1 ゆとりがあった 幻 12 且3 12 馴

2 校風が自由であうた 1
7

6 【4 8 45

3 本校のカリキュラム

�]価

22 11 3 8 覗

4 友人に意まれた 15 6 6 13 41

5 クラブが罠か，た 5 3 ．見 3 星2

　マイナス評価の理由　M　E　A　C　計

1　敦餐力《不足している　7　5　2　4　【8

2　結め込み主義である　 5　3　4　2　14

3　輿用的教科（英旛・　3　0　2　4　9
　奥妓等）が少ない

3　歓青内容が広く浅い　且　5　2　　　9

5　潮績された面力Cある　 1　5　毘　　　8

6選択糾目が少ない　2　夏　2　　6

8幽齪が早ナぎる3G2　 6

　（15亀）

　表11においては，48．2％の人が大学卒業者と同等の

仕事をしていると感じているのが際立っている．

　〔2）給与面　　　（回答者数304）

　表12

＼ 大率と同 大卒より

笊N
短大卒と

ｯ等
短大率よ
阯站

高卒と同

緻 58 102 130 9 5

％1 「　11乳1　3a6　戦け… ～
　表12では，同年令の大学卒業者よりも給与面で冷遇さ

れていると感じている人が80％にものぼっている。

問3．高専は，5年間一貫教育のメリットを活かして，

短期間で大学の水準に近い教育を行うことを目指してい

ますが，あなたの実務体験に照らして，高専教育のその

ような目的が達成されていると思いますか．

（回答者数333）

　表17

＼ 充分達域され

ﾄいる
帽当違成され

ﾄいる
あまり逗成さ

黷ﾄいない
全く遷成され

ﾄいぼい
よく判らない

撒 26 乳70 9且 7 37

κ 7．9 51．4 27．5 2．L 皇L2
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B．次に専門教育についてお尋ねします．

問4．技術者に必要な理論的知識の習得という点で，府

立高専の教育をどのように評価しますか．

（回答者数328）

　表18

＼ ①大変良かっ
ｽ

②良かった ③少し不十分
ｾった

④極めて不十
ｪだった

緻 24 163 126 15

憂
1 乳・　1・a・　1・＆・1・・

問5．問4で③と④に○を付けた人の場合，その不十分

さはどのような面にあったと思いますか．

（回答者数137）

　表19

表23

人数　　　49

　％t　35．8

30

21．9

48

35．0

27　1　14

19．7　1　iO．2

問6．技術者に必要な技術の習得という点で，府立高専

の教育をどのように評価しますか．

（回答者数325）

　表20

＼ ①大変良かった ②良かった ③少し不十分だった ④極めて不十分だった

人数 20 153 134 18

％1 6．2 4τ．1
4
1
．
2
，

5．5

問7．問6で③と④に○を付けた人の場合，その不十分

さはどのような面にあったと思いますか．

（回答者数148）

　表21

竺
％

41

27．7

27　　　32　　　ユ4

18．2　T　21．6　1　9．5

＼撤多い やや多い あまり多くない 少ない

人数　　129 　ρP14 59 30

刈　… 34．3 17．8 9．0

問10．問8と問9の場合において，国語力に困難を感じ

ますか．　　　（回答者数333）

　表24 ＼①感じる ②感じない

人数　　126 207
　　
刀@　37．8 62．2

問11．問10で①に○を付けた人の場合，それはどのよう

な面においてですか．　〔複数回答可〕．

（回答者数126）

　表25

表現力 語彙 漢字の読み書き 読解力 その二

一 101 46 31 16 5

問12．あなたは，仕事をする上で英語を必要としますか．

（回答者数332）

　表26

問13．問12で③に○を付けた人の場合，それはどのよう

な面においてですか〔複数回答可〕．

（回答者数87）

表27

＼ 聞き取り・会話が
､まくできない

立文がうまく書けない
資料・文献等が
?ﾜり読めない

その他

緻 68 36 34 6

C．更に一般科目についてお尋ねします．

問8．新聞・雑誌。書物（日本語の専門誌を含む）を読

む機会は多いですか．　（回答者数335）

　表22

非常に多い やや多い あまり多くない 少ない

人数 90 162 68 15

％ 26．9 48．4・ 20．3 4．5

問14．問12で④に○を付けた人の場合，どこで英語がで

きるようになりましたか〔複数回答可〕．

（回答者数38）

表28

＼独学 企業で

ﾌ研修
高専で

ﾌ学習
英会話スクー
挙凾ﾅの学習

その他

人数 26 16 12 7 12

問9．企業内で日本語による報告書を書く機会は多いで　　問15．「英語以外の外国語も，もっとできたら良いのに」

すか．　（回答者数332）　　　　　　　　　　　　　　と感じることがありますか．　（回答者数330）
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表29

＼ よく感じる 時々感じる あまり感じない 全く感じない

緻 37 95 144 54

％l　　l・・2　2・・114a・1 16．4

問16．あなたは，仕事をする上で政治的・経済的知識を

必要としていますか．　（回答者数332）

　表30

＼ ①特に必要と
ｵない

②必要と思うがなくても
｡のところ不都合はない

③痛切に必要を感じるが
s十分な知識しかない

④嗅在大いに
?pしている

磁 46 150 96 40

％ 13．9 45．2 圏．9 12．0

問17．問16で④に○を付けた人の場合，どのような機会

に勉強しましたか．

　表31

（回答者数331）

企業での研修 高専での学習 独学 その他

人数 29 14 1 1

％ 74．4 35．9 2．6 2．6

問18．同世代の人（特に大卒者）と比較して，文学・歴

史。芸術等の知識不足を感じますか．　（回答者数331）

　表32

＼ 大いに感じる 少し感じる あまり感じない 全く感じない

人数 37 84 120 go

％1 11・2　2翫・13a・1…．

問3．本間では，問2で①と②に○を付けた人に，更に

改善を要する点を記してもらったが，そのうちの主だっ

た意見を整理して挙げておく．（回答者数131）

表35
回　答　内　容 M E A C 計

一般教養の充実 17 10 0 5 32

就学期間の延長 6 2 4 5

思考力の養成 8 2 1 5
一
悪

三会姓きた鯖1・ 4 1161

基礎学力の充剰 ・13国31
　　　　　　　　　　　　一謦[技術墨入1611i・1・II・

知名度の醐1・1・1・1・1巨

コース制の導入 5 2 0 ・「ず

問4．本間では，問2で③と④に○を付けた人に，その

理由を記してもらったが，そのうちの主だった意見を整

理して挙げておく．　（回答者数139）

　表36

　　　　回答内容MEAC計

皿　高専の将来について

　以下の問1～問4については，高専卒業生であるご自

身の立場を離れて，客観的にお答え下さい．

問1．高専の存在意義は，現在のところあると思います

か．　　（回答者数330）

　表33

大いにある ’あ　る あまりない 全くない

人数 32 144 136 18

％ 9．7 43．6 41．2 5．5

問2．これからの社会情勢を予見した場合に，将来的に

も高専の存在意義はあると思いますか．（回答者数328）

　表34

＼ ①大いにあ ②ある ③あまりな

｢
④全くな

｢

人数 33 140 134 21

％ 10．1 42．7 40．9 6．4

問5．あなたの職場では，今後とも高専卒業生の活躍で

きる場が開かれていますか．　（回答者数308）

　表37

＼ 大いに開か
黷ﾄいる

開かれ

ﾄいる
あまり開か
黷ﾄいない

全く開かれ

ﾄいない

人数 36 151 96 25

％ 11．7 49．0 31．2 8．1

問6．高専を専科大学にしょうとする「専科大学構想」

をご存知ですか．　　　（回答者数332）

　表38

＼ ①よく知っている ②少し知っている ④知らない

磁 17 84 231

％ 5．1 25．3 69．6

問7．問6で①と②に○を付けた人に対して「専科大学

構想」についての意見を聞いたところ，おおよそ三つの

グループに分類することができた．（回答者数332）
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表39

　　　　　　　　　　　　　　　意　　見　　の　　主　　旨　　内　　容

　高専の名称変更だけに止まらず，挙科増段・醗学期聞の延長・称号資格（学士）等まで跡み込んだ改革を行うべきである．

A
　現在賎傑く・広くという総合的にバランスのとれた知撤と技術力～必要であり，この意味で1±技術科学大学のような形が理思ではないだろうか．

　高専は商専としての存在価値を追求」大卒と同水準または技術的にそれ以上の価櫨を追求・頓弔していくべきである．

　畜専の目標は㎜立の趣旨でよい。卒粟生の質を畜めれば社会で充分通用する．要は科学者・研究者の猛成でなく実学‘二生きる入材の日成を強く望む．

　専円月織を多く習得するよりも，フレキシブルな考え方・応用ができる訓線が必要であり，併せて人闇教育も必要で多る．

　専門技術なるものは就職してからでも充分培われる．やはり，教養科目を充分に習得しておくことが必要である．

　　（注）「専科大学樵慧」とは巣tる名称の変更に止まり，4年制吠学に昇格して商専がなくなるというものではない．この点を娯解している人がいた．

M圖AICt＋

211

問8．仮に，あなたがご自分の子供を技術者にさせたい

ご希望をお持ちだとした場合に，進学させたいコースを

挙げて下さい．　（回答者数324）

　表40

中学⇔高専 高辱⇒大掌（院） 曾通高校⇒大学（院） 工藁高校φ大学（院） モの他

嵐 22 62 222 0 18

％ 6．8 19，置 6＆5 0．0 56

5，あとがき

　当初「中堅技術者」養成の使命を担って出発した高専

ではあったが，社会状況の予想を越える大幅な変化の中

で，いかなる教育によっていかなる学生を育てあげるの

かというヴィジョンが見失われ，ひいては，高専の社会

的役割までもが不明確となってきているのが現状と言え

よう．

　今回寄せられた回答の一つの典型例は，およそ次のよ

うなものである．すなわち，大学卒に比肩する力を有し，

とりわけ，技術面ではそれ以上との自負を抱きながらも，

今日の高学歴尊重の社会的風潮と高専の知名度の低さの

故に，必ずしも自ら納得のいく評価を得られず，そのた

あ，高専制度を積極的に評価することに大きなためらい

を感じるというものである．ところで，このように回答

している卒業生の大半は大企業に勤務する人達である．

そのことは，当然，周囲に多くの大卒者や暴民者の存在

を意味している．高専設立当初は，大卒者の数が少なか

ったこともあって，大学より2年早く，大卒者に伍する

実力をもって社会に出られることが，大きなメリットと

思われた．しかし，今日のように大卒者の比率が増し，

更には院卒者も数多く見られるようになってくると，従

来のメリットがメリットでなくなり，高専卒の学歴はも

はや単に「中途半端」と映らざるを得なくなっている．

このことは，周囲に大卒者，院卒者の多い大企業の場合

特に顕著だと言えよう．

　にも拘らず，他方で高専の5年一貫教育をよしとする

者が過半を越えているのは意義深い．大学受験の心配の

ない高専生活を，　「ゆとりがあり」，「大変自由であっ

た」と，高く評価する者が多い．しかし，また反面，高

専の5年間で大学に匹敵するレベルを目指すことが，過

密なカリキュラムと，効率優先の受動的学習を不可避と

し，そのため，積極的に乏しい学生が生み出されている

のではないか，という指摘も見られた．今後十分配慮す

べき点である，ところで，高専の5年間一貫教育という

こと自体については，一般の高校，大学には見られない，

多くの可能性を持ったユニークな教育システムであると

して，評価する声が多かった．さきほどの「積極性」の

問題も，この特長を真に活かした授業方式を発展させる

中で，解決を模索すべきものであろう．

　ところで，今後の高専の目指すべき方向については，

企業の動向に合わせた最先端技術の導入を訴え，そのた

め，それに相応しい実験・実習設備の導入や改善，カリ

キュラムの現代化の必要を説く意見が，相当数見られた．

他方，日進月歩の先端技術に高専を全面的に合わせるの

はもとより不可能であって，社会の動きに心を配る必要

はあるものの，高専はあくまで高専独自の道を歩むべき

であり，将来企業において真に役立つのは，応用能力を

伴った基礎学力に他ならない，とする意見が以外に多か

った．そのなかでも，教養科目の必要性を重視するもの

が多いことは注目に値する．豊かな人間性一これこそ

が，社会人としての基本であり，また，企業においても

最も望まれるところである．教養科目には，基本的な物

の見方，考え方を教え，応用力，相像力を育てること，

更には，語学力を鍛え，あるいは異文化に共感的に接し

得る豊かな心情を育むことによって，外国の人々と交わ

るための基本的な能力を身に付けさせることなど，多く

のことが期待されているようである．

　さて，今回のアンケート結果は，高専教育のあり方に

ついて種々の問題を示唆しているが，本稿はあくまで一

次資料の取り纒めに過ぎないものであって，これをもっ

て結論を急ぐことは不可能である．今後の高専教育のあ

り方について，各方面での意見を尊重し，その資料収集

をまって問題点を更に抽出すると同時に，改善の方途を

探っていきたい．
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